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Abstract 

We investigated mammalian and avian fauna at a deciduous and evergreen broad-leaved mixed 
secondary forest in western part of Oshika Peninsula, Miyagi Prefecture, using sensor cameras. We 
installed the camera inside the forest and recorded the animals for up to 1.5 year (between 2021 and 
2022). During the study period, 24 different animal species (nine mammals and 15 birds) were recorded, 
but more than three fourth of recorded videos were of sika deer Cervus nippon. Our study site lacked 
large-sized mammals, which supported the information provided by Miyagi Prefecture. Japanese serow 
Capricornis crispus has recently expanded their distribution to eastern cities, but we found no serow at 
our study site. Species richness of our study site was similar to that in other study sites in Tohoku region, 
but diversity of the fauna (in terms of species composition in recorded video) was much lower, likely 
due to higher density of sika deer and/or relatively lower density of sympatric animals: heavy grazing by 
deer might decrease density and/or diversity of herbivorous insects and rodents, which might had 
indirectly decreased density of carnivorous and avian fauna through food web. We need to monitor the 
effect of deer grazing on the sympatric animals. 
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はじめに 

 

宮城県北東部に位置する石巻市は，県北地域で最大の人

口（約 14 万人）を有する都市だが，湊のケヤキ Zelkova 

serrata (Thunb.) Makino (1903)・シロダモ Neolitsea 

sericea (Blume) Koidz. (1929) 林，追波川の川辺植生，北

上川のヨシ原など，豊かな自然も有している（宮城県ホームペ

ージ）．石巻市内の野生動物に関する研究は，牡鹿半島沖の

金華山島で進んでいる．金華山島では 1980 年代よりニホン

ザル Macaca fuscata (Gray, 1870)とニホンジカ Cervus 

nippon Temminck, 1836（以下シカ）の行動生態や個体群

動態に関する調査が継続されているほか （伊沢, 2009; 高槻, 

2006; 辻, 2020; 南, 2022），生息する種の目録もいくつかの

分類群で得られている（小型哺乳類: 太田, 1967; 鳥類: 伊
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沢・藤田, 2002; 爬虫類: 門脇, 1996; 昆虫類: 溝田, 2002; 

土壌生物: 内田・伊原, 2003）．対照的に，市の本土側では動

物に関する知見は乏しく，最近になってようやく，市の中心部で

センサーカメラを用いた動物相の調査が実施されたに過ぎない

（古川ほか, 2022）．

石巻市南東部に広がる牡鹿半島には，暖温帯常緑広葉樹

林帯と冷温帯落葉広葉樹林の混交林が残されているが（平

吹・高槻, 1994），近年はシカの増加に伴う農林業被害，車と

の交通事故（Takahashi et al., 2023），そして植生の衰退

（下山, 2012）が問題となっており，有害駆除を含むシカの個体

群管理が進められている（宮城県, 2022）．シカの採食圧は，し

ばしば景観構造を変えるほどのインパクトを持つため

(Takatsuki, 2009)，植生改変を通じて同所的に生息する動

物の生態や行動にまで影響が及ぶ可能性がある．牡鹿半島内

の動物相，とくにシカの採食圧の影響の評価は，石巻市の生物

多様性を考えるうえで必要不可欠な調査項目と言える．

このような背景から，我々は牡鹿半島南西部の清崎地区に

センサーカメラを設置し，哺乳類ならびに鳥類の生息状況を約

1 年間調査した．得られたデータを県内他地域や隣県のデー

タと比較することにより，牡鹿半島の動物相の特徴，ならびにシ

カの影響を検討することを試みた．

材料と方法

 

調査地

本調査は，石巻市牡鹿半島南西部清崎にある清崎憩いの

森（N 38.30，E 141.50, 標高 0 - 50 m）で行った（図 1）．調

査地の平均気温は 2021 年が 12.7°C （レンジ： 9.0 -

16.8 °C），2022年が 12.3 °C （レンジ: 8.8 - 16.5 °C）であり，

年間降水量は 2021 年が 1073.5 mm，2022 年が 1068.5 

mm だった（気象庁ホームページ）．調査地の優先種は，スギ

Cryptomeria japonica (Thunb. ex L.f.) D. Don (1839) ，

ハンノキ Alnus japonica (Thunb.) Steud., 1840，クロマツ

Pinus thunbergii Parl. (1868) ， タ ブ ノ キ Machilus 

thunbergii Siebold et Zucc. (1846) ，アカマツ Pinus 

densiflora Siebold et Zucc.，コナラ Quercus serrata

Murray (1784) である（図 1）．調査地周辺には，病院，公民

館，保育所等の公共施設がある．調査地内には散策用の道路

（幅 2 - 5 m程度）が敷設され，その大部分はアスファルトで舗

装されている．

図１ 調査地の位置と調査地の地図．番号（BI-XX）は，センサーカメラの設置場所を意味する．
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図１ 調査地の位置と調査地の地図．番号（BI-XX）は，センサーカメラの設置場所を意味する． 

八木澤 他：センサーカメラを用いた宮城県石巻市清崎の哺乳動物相と鳥類相の評価 

  

映像データの収集 

本調査に先立つ2021年1月に，センサーカメラの設置場所

の下見ならびに予備的な撮影を実施した．次いで 2021 年 3

月から 2022 年 9 月の期間，センサーカメラ（LTL-Acorn 

6310，Shenzhen Ltl Acorn Electronics Co. Ltd.）を設置

した．カメラは，散策路から林内に 15 m 以上入った場所に自

生する高木の幹に縛り付け（地上高 1 m），レンズは林床に向

けた．隣接する設置場所には，100 m以上の間隔を空けた（図

1）．撮影時間は 60秒，撮影インターバルは 10分間とし，動画

には撮影年月日と撮影時刻が写し込まれるように設定した．カ

メラ上部には，雨よけとしてプラスチックのトレーを設置した．カ

メラの設置に際しては宮城県より国立公園内の工作物設置許

可を得た． 

最低でも月に一度の頻度で清崎を訪問し，機材の動作確認

ならびに SD カードの回収・交換を行った（調査期間中の合計

訪問回数：21）．調査期間中にカメラの台数を徐々に増やした

ため（最大で 5台），設置期間はカメラ毎に異なる（表 1）．調査

期間中のセンサーカメラの延べ稼働日数は 1979日だった（表

1）．撮影された動物の多くは個体識別が困難であり，撮影頻

度をそのまま用いると同一個体の重複カウントの影響が大きく

なる（塚田ら, 2006）．データの独立性をできるだけ担保するた

め，30 分未満の間隔で撮影された動物は同一個体であるとみ

なし（角の有無で雌雄の判別ができたシカのケースを除く），デ

ータセットから除いた．一枚のビデオに複数種の鳥類が同時に

映っている場合があり (n = 10) ，この場合は各鳥類種の撮影

回数をそれぞれ 1 回とカウントした．後述するように，シカ以外

の動物の撮影枚数が少なかったため，本研究では撮影枚数の

季節性や撮影された時間帯に関する解析はできなかった． 

 

 

表 1 清崎憩いの森にセットしたセンサーカメラの，調査期間中（2021年 3月-2022年 9月）の稼働日数と撮影枚数． 

 
 
 
 
 
 
 
 

結  果 

 

調査期間中，動物を 593 回（同一映像に複数種が映って

いた場合を重複してカウントすると 602回）記録した．撮影され

た動物は，哺乳類が 9 種，鳥類が 16 種の計 25 種だった

（表 2，図 2）．シカの撮影枚数が際立って多く（480回），シカ 1

種で全体の撮影枚数の 80.9%を占めた．ニホンアナグマ 

Meles anakuma Temminck，1842 の 11 回，ニホンテン 

Martes melampus (Wagner, 1841) の 10回がそれに次い

だ．哺乳類に比べて鳥類の撮影枚数は少なく，全種合わせて

81 回だった（表 2）．鳥類の中ではハシボソガラス Corvus 

corone Linnaeus, 1758の撮影枚数が 21回でもっとも多く，

ヒヨドリ Hypsipetes amaurotis (Temminck, 1830) とハシ

ブトガラス Corvus macrorhynchos Wagler, 1827が 9回

でそれに次いだ．シカ，ニホンテン，シジュウカラ Parus minor 

Temminck & Schlegel, 1848，ハシボソガラス，ハシブトガラ

スは通年撮影されたのに対し，他の種は撮影時期に季節性が

見られた（表 2）． 

東北地方の他地域で実施されたセンサーカメラを用いた動

物相調査の結果を表 3 に示す．清崎では，ニホンイタチ 

Mustela itatsi 以外の中型食肉類を確認できたが，他地域に

比べてタヌキ Nyctereutes procyonoides (Gray，1834) 

の撮影割合が低かった（総撮影枚数の 10%未満）（表 3）．清

崎では，本州の大型獣のうちニホンザル・ツキノワグマ Ursus 

thibetanus G. Cuvier, 1823・ニホンカモシカ Capricornis 

crispus (Temminck, 1836) ・ イ ノ シ シ Sus scrofa 

Linnaeus, 1758 の 3 種が記録されなかった． 鳥類相につい

ては，データを収集している調査地が少なく，その多様性につ

いて詳細な比較検討はできなかった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望縮小率：50%

地点 標高 (m) 設置期間 稼働日数 撮影枚数 備考

BI-16 40 2021/8/19-2022/9/30 368 137 2022/6/17-2022/7/26はバッテリー切れ

BI-20 30 2021/9/16-2022/9/30 380 6
BI-21 50 2021/8/19-2022/8/3 295 213 2022/2/3-2022/3/27はバッテリー切れ

BI-22 40 2021/3/19-2022/9/30 556 171
BI-23 20 2021/9/16-2022/9/30 380 66
合計 1979 593
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表 2 調査期間中（2021年 3月-2022年 9月）に記録した動物のリスト. 

 

 

 

 

図２ 清崎で撮影された動物．a) ニホンジカ，b) ニホンアナグマ，c) ニホンテン，d) ハシボソガラス，e) ハシブトガラス，f) ヒヨドリ．  

希望縮小率：100%

和名 科 学名 撮影月 撮影枚数

哺乳類 Mammalia
タヌキ Canidae Nyctereutes procyonoides May, Aug 3
アカギツネ Canidae Vulpes vulpes Jun, Jul 4
ニホンアナグマ Mustelidae Meles anakuma May, Jun, Aug, Sep, Oct 11
ニホンテン Mustelidae Martes melampus Jan, Mar, Apr, May, Aug, Sep, Nov 10
ハクビシン Viverridae Paguma larvata Jun 1
イエネコ Felidae Felis catus May 1

ニホンジカ Cervidae Cervus nippon Jan, Feb, Mar, Apr, May, Jun, Jul, Aug,
Sep, Oct, Nov, Dec 480

ネズミ類 Muridae Apodemus  sp. Aug 1
ニホンリス Sciuridae Sciurus lis Dec 1
不明哺乳類 - - Jul, Aug, Sep, Oct, Nov 9
小計 521
鳥類　Aves
ヤマガラ Paridae Sittiparus varius Aug, Sep 2
シジュウカラ Paridae Parus minor Jan, Aug, Sep, Dec 5
カケス Corvidae Garrulus glandarius Jan, Nov 2
ハシブトガラス Corvidae Corvus macrorhynchos Jan, Jul, Sep, Nov, Dec 9
ハシボソガラス Corvidae Corvus corone Jan, Apr, May, Jun, Jul, Aug, Dec 21
キジバト Columbidae Streptopelia orientalis Jan, Feb, Oct 3
コゲラ Picidae Dendrocopos kizuki Jan, Mar, Jul 3
アオゲラ Picidae Picus awokera Jun 2
ホオジロ Emberizidae Emberiza cioides Jan, Dec 3
キビタキ Muscicapidae Ficedula narcissina May 1
ツグミsp Turdidae Turdus sp. Jan, Apr, Jun, Jul, Aug 8
クロツグミ Turdidae Turdus cardis Jun, Aug 4
トラツグミ Turdidae Zoothera aurea Jul, Aug 2
スズメ Passeridae Passer montanus May, Jul 2
ヒヨドリ Pycnonotidae Hypsipetes amaurotis Jul, Aug, Sep 9
メジロ Zosteropidae Zosterops japonicus Sep 2
不明鳥類 - - Jul, Aug 3
小計 81
合計 602

c)

f)

b)

e)

a)

d)

－ 114 －

人と自然　Humans and Nature no. 34 (2024)



人と自然 Humans and Nature no. 34 (2024) 

表 2 調査期間中（2021年 3月-2022年 9月）に記録した動物のリスト. 
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希望縮小率：100%

和名 科 学名 撮影月 撮影枚数

哺乳類 Mammalia
タヌキ Canidae Nyctereutes procyonoides May, Aug 3
アカギツネ Canidae Vulpes vulpes Jun, Jul 4
ニホンアナグマ Mustelidae Meles anakuma May, Jun, Aug, Sep, Oct 11
ニホンテン Mustelidae Martes melampus Jan, Mar, Apr, May, Aug, Sep, Nov 10
ハクビシン Viverridae Paguma larvata Jun 1
イエネコ Felidae Felis catus May 1

ニホンジカ Cervidae Cervus nippon Jan, Feb, Mar, Apr, May, Jun, Jul, Aug,
Sep, Oct, Nov, Dec 480

ネズミ類 Muridae Apodemus  sp. Aug 1
ニホンリス Sciuridae Sciurus lis Dec 1
不明哺乳類 - - Jul, Aug, Sep, Oct, Nov 9
小計 521
鳥類　Aves
ヤマガラ Paridae Sittiparus varius Aug, Sep 2
シジュウカラ Paridae Parus minor Jan, Aug, Sep, Dec 5
カケス Corvidae Garrulus glandarius Jan, Nov 2
ハシブトガラス Corvidae Corvus macrorhynchos Jan, Jul, Sep, Nov, Dec 9
ハシボソガラス Corvidae Corvus corone Jan, Apr, May, Jun, Jul, Aug, Dec 21
キジバト Columbidae Streptopelia orientalis Jan, Feb, Oct 3
コゲラ Picidae Dendrocopos kizuki Jan, Mar, Jul 3
アオゲラ Picidae Picus awokera Jun 2
ホオジロ Emberizidae Emberiza cioides Jan, Dec 3
キビタキ Muscicapidae Ficedula narcissina May 1
ツグミsp Turdidae Turdus sp. Jan, Apr, Jun, Jul, Aug 8
クロツグミ Turdidae Turdus cardis Jun, Aug 4
トラツグミ Turdidae Zoothera aurea Jul, Aug 2
スズメ Passeridae Passer montanus May, Jul 2
ヒヨドリ Pycnonotidae Hypsipetes amaurotis Jul, Aug, Sep 9
メジロ Zosteropidae Zosterops japonicus Sep 2
不明鳥類 - - Jul, Aug 3
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考  察 

 

清崎では，哺乳類 9種，鳥類 15種がセンサーカメラに記録

された．本州の大型獣のうち，ニホンザル，ツキノワグマ，ニホン

カモシカ，イノシシは記録されなかった．2022 年現在，宮城県

内の大型獣の分布は，ニホンザル（群れを離れて単独行動す

る若いオスは除く）が県西部と南部（および金華山島），ツキノ

ワグマが県西部と北部，イノシシが県南部と中央部であり，石

巻市には分布しないとされる（宮城県, 2022）．我々の調査結

果は，県の報告を支持するものだった．いっぽう、二ホンカモシ

カはここ 10年の間に県内で急激に分布が拡大し，石巻市の一

部でも生息が確認されるものの（古川ほか, 2022），牡鹿半島

内には生息していないとされる（環境省自然環境局生物多様

性センター, 2004）．本研究はそれを裏付けるデータを得た． 

いっぽう中型食肉類については，牡鹿半島では，本州でみら

れる主要獣種のほぼすべての生息が確認された．さらに鳥類に

ついては，撮影された 15 種の鳥類（種まで同定できたもの）す

べてが，3 km離れた金華山島に生息する種と共通だった（伊

沢・藤田, 2002）．この結果より，種の多様度 (richness) とい

う点では，牡鹿半島の動物相は他地域と同程度と考えられる

（表 3）． 

 清崎では，撮影された映像の 80%以上がシカのものだった．

東北地方の他地域で実施されたセンサーカメラを用いた調査

で，特定の獣種がこれほど高い割合で撮影された事例はない

（表 3）。この要因と考えられるのが，牡鹿半島内のシカの生息

密度の高さである．宮城県の報告によれば，牡鹿半島のシカの

推定個体数は 2008年度に 3640頭だったものが 2020年度

に11296頭と，4倍近くに増加した（宮城県, 2022）．高密度で

生息するシカによる採食圧は，植生の単純化を通じて昆虫や

げっ歯類などの生息密度を低下させ，間接的に肉食動物の食

性 (Seki et al., 2021)，そして鳥類の種構成や生息密度 

(Hino, 2000) に影響を与える．同様なことが，牡鹿半島でも

生じているとすれば，本研究で得られたシカ以外の動物の撮影

頻度の低さは，シカの間接的な影響だと考えられる． 

牡鹿半島のシカの高密度化が，同所的に生息する動物の存

続に，直ちに影響するとは考えにくい（関・藤木, 2017）．しかし，

長期にわたるシカの採食圧は植物の資源量や多様性を低下さ

せるため、それにともなって一次消費者（植食性昆虫、げっ歯

類）の密度が低下した場合，肉食獣や鳥類の行動圏が大きく

なり，その結果の相対的な密度が今後急激に低下する可能性

は，否定できない．この可能性を検証するためには，継続して動

物相の調査を行い，シカの存在が森林群集に与える影響を注

意深くモニタリングする必要がある． 
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要  旨 

 

宮城県牡鹿半島西部清崎の落葉広葉樹・常緑広葉樹混

交二次林で、2021 年から 2022 年にかけてセンサーカメラを

用いて哺乳類と鳥類の動物相を調査した。研究期間中、24 種

の動物 (9 種類の哺乳類と 15 種類の鳥類) が記録された

が、記録されたビデオの 80%以上はニホンジカ (Cervus 

nippon) のものだった。清崎ではシカ以外の大型哺乳類は存

在せず、これは宮城県の報告を裏付けるものだった。清崎の種

の豊富さは東北地方の他の調査地と同様だったが、動物相の

多様性（記録されたビデオの種構成で）ははるかに低く、これは

おそらくニホンジカの密度が高いため、あるいは他の動物の密

度が相対的に低いためと考えられた。高密度で生息するシカの

採食圧は、草食性の昆虫類やげっ歯類の密度や多様性を減

少させ、それが食物網を通じて間接的に肉食動物や鳥類の密

度を減少させた可能性がある。清崎ではシカの採食圧が同所

性の動物に与える影響をより詳細に評価する必要がある。 
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考  察 

 

清崎では，哺乳類 9種，鳥類 15種がセンサーカメラに記録

された．本州の大型獣のうち，ニホンザル，ツキノワグマ，ニホン

カモシカ，イノシシは記録されなかった．2022 年現在，宮城県

内の大型獣の分布は，ニホンザル（群れを離れて単独行動す

る若いオスは除く）が県西部と南部（および金華山島），ツキノ

ワグマが県西部と北部，イノシシが県南部と中央部であり，石

巻市には分布しないとされる（宮城県, 2022）．我々の調査結

果は，県の報告を支持するものだった．いっぽう、二ホンカモシ

カはここ 10年の間に県内で急激に分布が拡大し，石巻市の一

部でも生息が確認されるものの（古川ほか, 2022），牡鹿半島

内には生息していないとされる（環境省自然環境局生物多様

性センター, 2004）．本研究はそれを裏付けるデータを得た． 

いっぽう中型食肉類については，牡鹿半島では，本州でみら

れる主要獣種のほぼすべての生息が確認された．さらに鳥類に

ついては，撮影された 15 種の鳥類（種まで同定できたもの）す

べてが，3 km離れた金華山島に生息する種と共通だった（伊

沢・藤田, 2002）．この結果より，種の多様度 (richness) とい

う点では，牡鹿半島の動物相は他地域と同程度と考えられる

（表 3）． 

 清崎では，撮影された映像の 80%以上がシカのものだった．

東北地方の他地域で実施されたセンサーカメラを用いた調査

で，特定の獣種がこれほど高い割合で撮影された事例はない

（表 3）。この要因と考えられるのが，牡鹿半島内のシカの生息

密度の高さである．宮城県の報告によれば，牡鹿半島のシカの

推定個体数は 2008年度に 3640頭だったものが 2020年度

に11296頭と，4倍近くに増加した（宮城県, 2022）．高密度で

生息するシカによる採食圧は，植生の単純化を通じて昆虫や

げっ歯類などの生息密度を低下させ，間接的に肉食動物の食

性 (Seki et al., 2021)，そして鳥類の種構成や生息密度 

(Hino, 2000) に影響を与える．同様なことが，牡鹿半島でも

生じているとすれば，本研究で得られたシカ以外の動物の撮影

頻度の低さは，シカの間接的な影響だと考えられる． 

牡鹿半島のシカの高密度化が，同所的に生息する動物の存

続に，直ちに影響するとは考えにくい（関・藤木, 2017）．しかし，

長期にわたるシカの採食圧は植物の資源量や多様性を低下さ

せるため、それにともなって一次消費者（植食性昆虫、げっ歯

類）の密度が低下した場合，肉食獣や鳥類の行動圏が大きく

なり，その結果の相対的な密度が今後急激に低下する可能性

は，否定できない．この可能性を検証するためには，継続して動

物相の調査を行い，シカの存在が森林群集に与える影響を注

意深くモニタリングする必要がある． 
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要  旨 

 

宮城県牡鹿半島西部清崎の落葉広葉樹・常緑広葉樹混

交二次林で、2021 年から 2022 年にかけてセンサーカメラを

用いて哺乳類と鳥類の動物相を調査した。研究期間中、24 種

の動物 (9 種類の哺乳類と 15 種類の鳥類) が記録された

が、記録されたビデオの 80%以上はニホンジカ (Cervus 

nippon) のものだった。清崎ではシカ以外の大型哺乳類は存

在せず、これは宮城県の報告を裏付けるものだった。清崎の種

の豊富さは東北地方の他の調査地と同様だったが、動物相の

多様性（記録されたビデオの種構成で）ははるかに低く、これは

おそらくニホンジカの密度が高いため、あるいは他の動物の密

度が相対的に低いためと考えられた。高密度で生息するシカの

採食圧は、草食性の昆虫類やげっ歯類の密度や多様性を減

少させ、それが食物網を通じて間接的に肉食動物や鳥類の密

度を減少させた可能性がある。清崎ではシカの採食圧が同所

性の動物に与える影響をより詳細に評価する必要がある。 
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気象庁石巻測候所（2023 年 8 月 3 日閲覧）           

[http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/select/prefect

ure.php?prec_no=34] 

宮城県ホームページ（2023 年 8 月 3 日閲覧）          

[https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/sizenhogo/redindex.

html] 
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